








扱った研究としては､ 駅については神頭 ()､ 竹内・神頭 ()､ 都市に




















































で表される｡ ただし､ αは観光トリップ回数の大きさに関する格差係数 (以後､
格差係数) を示す｡





































































































































で表される｡ ここで () 式において､ 施設がかなり多数ある場合を考慮する
と､ 分子の ( ) 内のはスターリングの公式によって書き換えられ､ 分母




































































































で表される	｡ (() 式と同様) ただし､ () 式の等号は＝またはα＝	で






で表される｡ ただし､ () 式については､ この逆数になるだけで上記のケー
素数にもとづくランクの観光施設の系における相互作用としての情報効果
――
スにおいても同じ解釈ができることに注意を要する｡ なお､ () 式を意味




































れて大きくなっていく｡ ちなみに､ その情報は､ 施設数がから､ から
､ から	のときに飛躍的に大きくなる傾向がある｡ それぞれの間隔
である｡





をまでが描かれている｡ 図から､ ランクの施設の平均情報効果は､ 
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である｡ ところで以外の素数については､ ではγはに対して小
さい値と言えない結果であった｡







ここで､ 施設数が増えると､ 情報効果は比例的に増えるが､ 平均情報効果は
収束していくことは､ たいへん興味深い結果であった｡
さらに､ 素数､ ､ ､ ､ 	の各ランクの観光施設の情報の貢献度について
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Ⅲ 情報の相互作用なしの観光施設におけるランクの情報の貢献度





ンクの施設の貢献度がと大きく､ ついでランク､ ランク､ ランク
､ ランクの各つの施設の貢献度がと大きい｡ つぎにランク､ ラ
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 このモデルについては､ 石井・神頭 (､ 第章) にもとづいている｡
 ここでの観光施設は､ 一般に年に何回か訪れているアウトレットモールや温泉などがイ
メージし易い｡
 ここでは､ 単に相加平均の情報による極端な値を避けるという意味で､ 相乗 (幾何) 平
均を用いているという考え方でも構わない｡
 これについては､ 小野田 (､ 	

) を参照せよ｡
 これについては､ 中村 () を参照せよ｡
 この関数については､ 中村 () によって平易に説明されている｡









とを間接的に示唆している｡ この考え方は､ 神頭 () にもとづいている｡
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